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。
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は
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建
の
そ
、
に
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木
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洗
。
だ
宅
住

美
優
。
屋
家
本
日
の
屋
平
と
館
洋
て

す
や
に
人
る
れ
訪
は
い
ま
ず
た
た
な

敬
川
安

・
父
。
る
せ
さ
じ
感
を
ぎ
ら

創
を
ど
な
機
電
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安
に
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１
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た
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。
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も
と
、
で
成
完
）
年

ま
ま
の
そ
ぼ
ほ
を
姿
の
初
当
建
創
に

和
昭
（
年
２
７
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１
し
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、
に
）
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付
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た
れ
さ
定
指
に
財
化
文
要
重
国

指
に
年
２
８
９
１
も
棟
２
蔵
の
属
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定　

育
教
の
子
親
川
安
は
端
発
の
築
建

営
経
、
て
つ
か
は
郎
一
敬
。
熱
情
の
へ

智
福
郡
川
田
（
鉱
炭
池
赤
た
い
て
し

学
山
鉱
の
成
養
者
術
技
に
）
池
赤
町

用
私
は
財
蓄
「。
た
い
て
し
立
設
を
校

に
め
た
の
民
公
家
国
、
ず
せ
費
乱
で

郎
次
健
、
し
と
条
信
を
」
し
べ
う
使

、
年
９
０
９
１
に
た
新
て
し
同
賛
も

工
州
九
現
（
校
学
門
専
治
明
に
畑
戸

地
敷
。
校
開
を
校
学
小
や
）
学
大
業

宅
住
兼
館
賓
迎
の
者
校
来
を
端
南
の
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た
し
と
地
用　

野
辰
家
築
建
な
名
著
は
校
学
門
専

も
館
洋
、
ね
委
を
計
設
に
士
博
吾
金

、
後
戦。
計
設
が
所
務
事
の
士
博
野
辰

１
の
後
除
解
、
れ
さ
収
接
に
軍
駐
進

和
昭
（
年
２
５
９
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さ
立
設
、）
年

受
り
譲
が
部
楽
倶
業
工
本
日
西
た
れ

開
公
般
一
に
秋
と
春
、
在
現
。
た
け

親
も
て
し
と
場
会
ト
ン
ベ
イ
の
ど
な

。
る
い
て
れ
ま
し

徴
象
の
町
の
教
文

　

市
。
め
だ
は
で
物
り
飾
る
な
単
「

後
今
ら
が
な
し
用
活
、
れ
さ
愛
に
民

私
が
の
く
ゆ
て
せ
さ
続
存
年
０
０
１

事
部
楽
倶
同
と
」
す
で
務
責
の
ち
た

今
。
う
言
は
ん
さ
博
木
赤
の
長
局
務

う
お
ら
も
で
ん
し
親
り
よ
、
月
５
年

道
歩
遊
に
内
地
敷
て
し
請
要
に
市
と

企
務
総
所
役
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畑
戸
。
た
し
備
整
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「
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係
画
企
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中
の
課
画

安
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し
す
で
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の
い
憩
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教
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徴
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家
旧
。
人
た
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築
を
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５
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９
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も
機
電
川
安

作
製
機
電
川
安
社
会
資
合
に
）
年
４

し
立
設
に
崎
黒
区
西
幡
八
て
し
と
所

入
輸
。
る
え
迎
を
年
０
０
１
で
年
来

取
進
の
そ
た
し
指
目
を
立
自
の
業
産

じ
通
と
宅
住
家
本
松
旧
、
は
神
精
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。
う
よ
の
か
る
い
て
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８
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巻
竜
も
で
中
、
象
気
異
特
の
球
地

で
究
研
の
流
気
降
下
、
流
気
昇
上
や

北
・
郷
故
れ
ま
生
。
士
博
也
哲
田
藤

に
世
後
を
績
功
の
士
博
、
今
で
州
九

来
、
め
集
を
目
注
が
動
活
ぐ
継
り
語

内
市
は
に
）
月
４
年
２
２
０
２
（
春

そ
、
で
館
学
科
る
す
生
誕
く
し
新
に

が
示
展
る
す
介
紹
を
等
績
功
、
人
の

。
る
い
て
れ
さ
画
計

　

め
じ
は
を
本
日
、
ば
え
い
と
巻
竜

か
な
、
が
る
い
て
し
生
発
で
界
世
全

５
１
均
平
間
年
は
で
カ
リ
メ
ア
も
で

か
し
。
大
甚
も
害
被
き
起
も
個
０
０

に
害
被
、
数
回
生
発
は
で
国
同
、
し

は
て
い
つ
に
度
強
、
も
る
す
目
注
は

に
度
強
の
巻
竜
の
そ
は
士
博
田
藤
た

度
程
の
害
被
、
年
１
７
９
１
、
目
着

速
秒
（
０
Ｆ
を
さ
強
の
そ
ら
か
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地
（

で
ま
）
ル
ベ
レ
い
な
し
在
存
は
に
上
球

し
案
考
を
と
こ
る
す
分
区
に
階
段
の

秒
（
５
Ｆ
ら
か
０
Ｆ
は
に
際
実
。
た

類
分
で
階
段
６
の
で
ま
）
害
被
い
な

ア
、
本
日
て
が
や
、
れ
ら
け
付
名
と

れ
わ
使
で
界
世
全
め
じ
は
を
カ
リ
メ
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規
大
、
年
同
、
た
ま
は
士
博
田
藤

を
巻
竜
子
い
早
り
よ
が
度
速
に
部
内

さ
影
撮
で
ス
サ
キ
テ
、
年
９
７
９
１

大
に
災
防
、
れ
さ
証
実
で
真
写
た
れ

。
た
し
た
果
を
割
役
な
き

で
故
事
機
空
航

 

　

月
６
年
５
７
９
１
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乗
客
乗
、
落
墜
で
風
突
、
雨
豪
の
然

発
が
故
事
る
す
亡
死
が
人
２
１
１
員

が
機
空
航
の
別
は
に
前
直
。
た
し
生

当
、
ら
か
と
こ
る
い
て
し
陸
着
事
無

社
会
空
航
が
だ
。
た
し
断
判
と
因
原

名
に
で
す
時
当
、
ず
き
で
得
納
は
側

査
調
に
士
博
田
藤
た
い
て
れ
ら
知
を

況
状
象
気
の
時
当
は
士
博
。
頼
依
を

雷
「、
査
調
に
念
入
を
ど
な
速
風
や

衝
に
面
地
て
し
降
下
が
風
強
ら
か
雲

研
の
他
。
た
け
づ
論
結
と
」
故
事
る

アメリカ・テキサス州で 1979 年撮影された二重構造の竜巻。藤田博士の提唱が証明された（提供：藤田哲也博士記念会）

に
識
常
の
界
世
や
今
、
目
着
に
度
強
の
巻
竜

研
査
調
の
後
の
そ
。
た
れ
ら
け
付
名

航
、
月
９
年
７
７
９
１
、
れ
さ
明
証

の
で
ワ
タ
オ
・
ダ
ナ
カ
て
し
と
る
あ

れ
こ
。
た
け
受
を
彰
表
で
議
会
際
国

常
が
と
こ
る
す
止
防
を
故
事
機
空
航

役
た
し
た
果
が
果
成
、
究
研
の
々
数

。
い
き
大
く
な
り
限
は
割

　

正
大
（
年
０
２
９
１
は
士
博
田
藤

）
年
９

10

・現
（
町
根
曽
郡
救
企、
月

生
の
）
根
曽
中
区
南
倉
小
市
州
九
北

小
立
県
・
現
（
中
倉
小
制
旧
。
れ
ま

・現
（
校
学
門
専
治
明
ら
か
）
校
高
倉

小
。
だ
ん
進
に
）
学
大
業
工
州
九

天
に
特
、
察
観
然
自
ら
か
く
早
で
響

門
専
治
明
、
で
き
好
が
学
質
地
、
体

手
助
究
研
の
授
教
学
質
地
は
で
校
学

20崎
長
の
後
直
下
投
爆
原
、
月
８
）
年

行
に
査
調
て
し
と
授
教
助
学
理
物
に

・
岡
福
は
に
月
８
年
７
４
９
１
、
き

雲
雷
で
所
候
測
山
振
背
の
境
県
賀
佐

乱
積
た
れ
ら
げ
上
し
押
で
流
気
昇
上

し
生
発
が
流
気
降
下
な
力
強
ら
か
雲

、
時
当
。
た
し
認
確
を
と
こ
る
い
て

知
を
と
こ
る
い
て
し
認
確
を
象
事
様

招
ら
か
授
教
同
た
い
驚
、
ろ
こ
と
た

士
博
学
理
で
学
大
京
東
、
け
受
を
聘

渡
、
年
３
５
９
１
の
後
得
取
を
格
資

、
巻
竜
で
大
ゴ
カ
シ、
後
以。
米

未
お
な
。
た
ね
重
を
究
研
な

抱
を
味
興
の
へ
の
も
る
な
知

年
８
９
９
１
が
た
い
て
け
続
き

）
年
９
成
平
（
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、
月

で
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た
え
終
を
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年
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幡
八
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績
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示
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番
一
が
郷
故
は
士
博
田
藤
な
ん
そ

書
著
は
史
女
か
や
さ
森
員
会
士
報
予

に
も
と
と
化
悪
の
状
病
は
士
博
、
で

」
―
―
川
の
彼
し
り
釣
鮒
小
、
山
の
彼

。
す
記
と
、
た
れ
ら
お
で
ん
さ
ず
口
と

の
大
業
工
州
九
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る
た
当
に
輩
後
年

（
授
教
誉
名
嗣
侑
田
富

78

士
博
も
）

そ
「
た
ま
、
り
入
じ
感
に
愛
土
郷
の

調
を
害
災
の
ど
な
巻
竜
は
績
業
の

メ
ア
、
く
な
で
け
だ
る
す
類
分
、
査

さ
立
確
を
制
体
災
防
の
会
社
カ
リ

料
材
究
研
の
後
今
に
会
社
類
人
、
せ

そ
「て
し
そ。
る
す
評
と」
た
し
言
提
を

人
の
ど
ん
と
ほ
の
元
地
を
士
博
な
ん

。
も
と
」
す
で
念
残
が
の
い
な
ら
知
が

　

也
碩
の
弟
、
年
晩
は
士
博
田
藤

が
妹
、
弟
、
親
両
「
れ
た
立
先
に
氏

弔
に
族
家
の
氏
也
碩
と
」
す
ま
り
帰

れ
ら
葬
に
根
曽
中
の
郷
故
し
国
帰
て

に
ち
た
人
の
り
か
ゆ
、
時
の
そ
。
た

会
員
委
備
準
設
建
館
念
記
田
藤
り
よ

）
称
改
に
会
念
記
士
博
田
藤
、
後
（

に
心
中
を
志
有
元
地
、
れ
さ
成
結
が

　

　

の
々
数
等
減
激
故
事
の
時
着
発
離
機

学
象
気
な
大
偉
た
げ
遂
し
成
を
業
偉

羽
に
界
世
ら
か
州
九
北
こ
こ
、
が
者

と
」
う
思
に
り
誇
を
と
こ
た
い
た
ば

を
姿
の
そ
で
館
学
科
い
し
新
。
会
同

。
る
き
で
見
再

）
載
掲
号
月
４
・
３
年
１
２
０
２
（

　

小倉南区中曽根の生家近くの藤田博士の墓碑。碑に、竜巻の形が刻まれている。

藤田哲也博士（提供：藤田哲也博士記念会）
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巻
竜
の
で
本
日

　

　

 

」
記
丈
方
「
明
長
鴨
は
で
内
国

治
で
記
表
の
」
風
辻
「
に
ど
な

京
、）
年
０
８
１
１
（
年
４
承

古
も
最
が
と
こ
た
し
生
発
で
都

を
内
市
都
京
の
在
現
。
録
記
い

現
。
う
い
と
た
け
受
を
害
被
な

２
成
平
（
年
０
９
９
１
は
で
代

）
年

12

市
原
茂
県
葉
千
、
月

０
０
１
ど
な
ス
バ
ロ
ク
イ
マ
で

さ
ば
飛
き
吹
が
車
の
上
以
台
０れ

74

３
４
２
物
建
、
傷
死
が
人

起
が
事
惨
大
る
す
壊
半
全
が
棟

 

。
た
き

※ 

年
２
２
０
２
は
館
学
科
い
し
新

州
九
北
、
月
４
）
年
４
和
令
（

田
藤
に
部
内
。」
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
ス

高
、
め
始
を
介
紹
績
業
の
士
博さ

10

て
し
開
公
、
備
整
を
ど
な
置
装

現
学
科
な
議
思
不
た
ま
。
る
い

宙
宇
と
ム
ウ
リ
タ
ネ
ラ
プ
、
象

。
る
あ
も

幕
末
、
小
倉
藩
は
外
国
船
へ
の
対
応
を
め

ぐ
っ
て
隣
接
す
る
長
州
藩
と
対
立
し
て
い
た
。

長
州
の
尊
王
攘
夷
一
色
に
対
し
て
小
倉
藩
は
幕

府
の
指
示
に
従
い
、
外
国
船
が
攻
撃
し
て
き

た
場
合
に
の
み
打
ち
払
う
方
針
。
一
方
で
長
州

藩
は
朝
廷
が
攘
夷
期
日
と
し
た
文
久
3
年（
１

８
６
３
年
）
5
月
10
日
、
関
門
海
峡
停
泊
中

の
米
国
船
を
砲
撃
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
同

月
下
旬
に
は
海
峡
通
過
中
の
フ
ラ
ン
ス
汽
船
、

オ
ラ
ン
ダ
軍
艦
、
米
国
軍
艦
を
砲
撃
。
こ
の

時
は
長
州
軍
艦
２
隻
も
撃
沈
さ
れ
る
な
ど
し
、

6
月
に
は
報
復
に
来
た
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
か
ら
の

砲
撃
で
大
き
な
損
害
を
被
る
な
ど
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
で
あ
る
。
元
治
元
年
（
１

８
６
４
年
）、
長
州
が
薩
摩
、
会
津
連
合
軍

と
の
争
い
に
敗
れ
た
禁
門
の
変
が
起
き
、
幕

府
が
長
州
征
討
令
を
発
し
た
。
小
倉
は
長
州

征
討
軍
の
基
地
化
し
島
村
志
津
摩
が
小
倉
藩

軍
の
一
番
備
（
そ
な
え
）
の
士
（
さ
む
ら
い
）

大
将
と
な
っ
た
。
時
に
31
歳
。
実
は
島
村
家

は
藩
中
老
の
家
柄
で
父
は
十
左
衛
門
、
母
は

長
府
藩
家
老
迫
田
伊
勢
之
助
の
息
女
ク
ニ
。

志
津
摩
は
１
８
５
２
年
に
家
督
を
相
続
し
て

小
倉
藩
家
老
と
な
り
、
藩
政
改
革
に
取
り
組

ん
だ
。
一
旦
辞
職
し
１
８
６
１
年
に
復
職
し
た

も
の
の
、当
時
の
九
代
藩
主
忠
幹（
た
だ
よ
し
）

の
弟
で
藩
主
相
談
役
の
敬
次
郎
に
「
母
は
長

州
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
疎
な
ま
れ
再
び
職

を
辞
し
て
い
た
。

だ
が
士
大
将
と
し
て
慶
応
2
年
（
１
８
６

６
年
）
長
州
と
の
小
倉
口
で
の
戦
い
に
奮
戦
。

同
年
8
月
1
日
の
小
倉
城
自
焼
後
、
金
辺
峠

（
田
川
郡
香
春
町
）
に
後
退
し
て
配
下
た
ち
と

共
に
立
て
こ
も
っ
て
長
州
勢
と
戦
っ
た
。
そ
の

時
の
戦
い
の
様
子
等
は
広
く
伝
わ
り
、
名
声

を
博
し
た
。
同
年
12
月
に
は
三
度
目
、
家
老

に
就
任
し
、
長
州
藩
と
の
戦
い
の
終
結
に
尽

力
し
た
。

　

小
倉
城
自
焼
の
真
相
は　

小
倉
城
の
自
焼
に
つ
い
て
は
、
熊
本
・
肥

後
藩
士
の
竹
崎
律
次
郎
の
提
案
を
受
け
た
小

倉
藩
家
老
の
小
宮
民
部
が
、
独
断
に
近
い
形

で
実
行
し
た
も
の
で
、
島
村
志
津
摩
ら
は
自

焼
後
に
知
ら
さ
れ
た
。
北
九
州
市
立
自
然
史
・

歴
史
博
物
館
の
守
友
隆
学
芸
員
は
「
竹
崎
は
、

長
州
勢
と
戦
っ
た
後
に
小
倉
城
か
ら
撤
退
し

た
な
ら
ば
敗
軍
（
敗
北
）
と
み
な
さ
れ
る
の
で
、

一
戦
に
及
ば
ず
、
長
州
勢
が
押
し
寄
せ
る
前
に

自
焼
し
、
速
や
か
に
要
地
に
撤
退
す
る
の
が

よ
い
、
と
提
案
し
た
。
そ
れ
を
小
宮
は
も
っ

と
も
な
意
見
と
し
て
受
け
入
れ
た
」
と
す
る
。

自
焼
後
、
島
村
志
津
摩
は
金
辺
峠
、
同
じ

家
老
の
小
宮
民
部
が
狸
山
峠
（
京
都
郡
苅
田

町
）
に
出
陣
し
、
小
倉
に
進
出
し
て
き
た
長

州
勢
と
断
続
的
に
戦
闘
を
続
け
た
。
戦
い
前

半
は
、（
小
倉
藩
か
ら
見
れ
ば
長
州
征
討
と
い

う
）「
公
戦
」
と
す
る
も
、
8
月
1
日
以
降
は

「
私
戦
」
と
な
っ
た
こ
の
戦
い
は
10
月
21
日
で

よ
う
や
く
止
戦
と
な
っ
た
。
だ
が
講
和
交
渉

は
難
航
。
長
州
藩
側
の
人
質
要
求
に
対
し
て

小
倉
藩
側
は
自
領
全
て
放
棄
し
藩
士
家
族
全

員
が
他
国
移
住
と
い
う
開
国
策
を
提
起
し
た

と
い
う
。
こ
れ
に
は
長
州
側
が
驚
愕
し
要
求

を
取
り
下
げ
た
と
さ
れ
る
。

小
倉
城
自
焼
の
後
、
小
倉
軍
は
か
え
っ
て

強
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
。「
青
柳
隊
、
松
本
隊

な
ど
島
村
志
津
摩
に
よ
っ
て
小
倉
城
自
焼
後

に
新
た
に
編
成
し
た
下
士
と
農
民
の
混
成
部

隊
の
活
躍
に
よ
る
」
と
い
わ
れ
、
抗
戦
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
こ
こ
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
、
と
原
田

茂
安
氏
（「
愁
風
小
倉
城
」
著
者
）
は
分
析

し
て
い
る
。
島
村
は
家
老
職
を
辞
し
た
後
も

藩
の
元
老
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
、
明
治
9
年

（
１
８
７
６
年
）
8
月
、
隠
棲
先
の
京
都
郡

二
崎
（
現
：
苅
田
町
）
で
没
し
た
。

　
　
　
　
　
シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ 

村
田
和
夫

小倉藩主小笠原家の菩提寺、
広寿山福聚寺に立つ島村志津摩の墓碑

北
九
州
歴
史
文
化
遺
産
　
第
五
十
八
回

幕
末
の
小
倉
藩
士
・
島
村
志
津
摩
　

藩
、
民
の
救
難
に
尽
力

かつて、この金辺峠（香春町）を拠点に長州藩軍と戦った、島村志津摩の功績をしのんで立てられた碑


